
会員卓話 「地域とともに 145 年～南日本新聞の歩みと新聞の今～」 國弘 崇会員

南日本新聞社は今年で創立 145 年、戦後に「南日本新聞」へと改題して 80 年の節目を迎え

ました。草創期から戦後の歩みを紹介しつつ、新聞の今についてお話しします。

歴史は、西南戦争の傷跡が残る 1881（明治 14）年、薩摩軍の生き残りである市来政明ら

が福沢諭吉の支援を受け、前身である「鹿児島新聞」を発行したことに始まります。その後、

同紙の政治的な偏りに反発した実業家らが「鹿児島実業新聞」（のちに「鹿児島朝日新聞」

へ改題）を創刊しました。両紙はライバルとして競い合い、読者の信頼を得ていきました。

しかし、昭和に入り戦争への足音が近づくと政府の言論統制が強まり、国の一県一紙主義の方針のもと、両紙は

1942（昭和 17）年に合併して「鹿児島日報」となりました。戦意高揚を誘導するなど時代の空気に迎合したことは、

現在も重い反省として刻まれています。1945 年の鹿児島大空襲で社屋を全焼しましたが、防空壕に構えた手動印刷機

で新聞発行を死守しました。終戦後の 1946 年、戦時の責任から経営陣が退任し、題号を「南日本新聞」へと改めまし

た。この名称には、地方の報道が日本や世界全体と直結するという広い視野が込められており、不偏不党や世界平和を

うたう新たな社是と共に再出発を果たしました。

現在、新聞業界はインターネットの普及や人口減少により、発行部数が半減するほどの逆風にさらされています。海

外では地元メディアが消滅する「ニュース砂漠」が問題化し、それに伴う偽情報の増加も懸念されています。このよう

な試練の時代にあっても、南日本新聞は単なる弊社の商品ではなく「読者に育ててもらった県民共有の財産」だと考え

ています。コスト削減や新たな収入源の確保など工夫を凝らして情報の質を維持し、先人たちの並々ならぬ苦労の上に

築かれたこの財産を、次世代へと引き継ぐ決意を新たにしています。
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●出席率 80％を目指しましょう！

第 3169回例会 出席報告

会員数 出席数 出席率

31(29)名 16名 55.17％

●今後の予定

8/19(水) 会員卓話 谷 政司会員

8/26(水) 例会休会

9/2(水) 会員満足度アンケートについて

スマイル報告

○杉原 浩君 本日は小石川伸哉様、鹿児島南ロータリークラブへ入会いただきありがとうございます。

「with Smile & Love！」でロータリーの輪を一緒に広げて参りましょう！よろしくお願いいたします。

〇山崎慎介君 小石川さんのご入会を心から歓迎いたします。ご多忙のことと思いますが、どうぞお気軽にご参加い

ただければと思います。本日は國弘会員、卓話をよろしくお願いします。また、先週は納涼家族会へ多数のご参加あ

りがとうございました。その時、スマイルを忘れていましたので、その分も今回合わせてスマイルします。

〇内田修友君 本日の國弘会員の卓話、楽しみにしております。よろしくお願いいたします。

〇川窪宏一君 小石川伸哉会員、入会おめでとうございます。大歓迎です。國弘会員の卓話楽しみにしています。南

日本新聞社の話、聴かせてください。

〇下津昭則君 小石川伸哉様、南ロータリーへのご入会を歓迎いたします。一緒に楽しく活動して参りましょう。國

弘会員、本日の卓話を楽しみにしております。どうぞよろしくお願いいたします。

☆上水樽文明君（鹿児島大学アカデミー RC） 本日は 9/11 開催のチャリティーコンサートの案内で参りました。よろ

しく御願い申し上げます。 小計 8,000 円 累計 68,000 円


